
参加者数：　30名 回答者数：　　27名 回答率：　　90％

１．あなたの年代は
①５０代 ②６０代 ③７０代 ④８０代 ⑤９０代 ⑥その他

２．在宅医療を知っていましたか。
①知っていた ②知らなかった

３．在宅医療を知っていたと答えた方。どのようにして知りましたか。
テレビで知った 6
講演会 1
家族・友人から 5
各種報道で知った 2
家族を介護していた 2

４．在宅医療について関心を持ちましたか。
①はい ②いいえ 未回答

5．どのようなことが印象に残りましたか。

・

・

・

・

・

・

・

・ 家族（子供）と、今後について話す必要があると思った。

・ 主治医に自分の意向を伝えられるかどうか不安、また主治医に伝えても延命をすすめられるのでは

ないかと思った。

・ 詳しく説明していただいてありがとうございました。どのお話も印象に残った。

・ 在宅医療について、もう少しちゃんと勉強したいと思った。

・ 多剤併用についてのお話が参考になった。７５歳以上は薬を減らした方がいいという話がためになった。

・ とびうめネットを活用したいと思った。

○ 在宅医療を実際に体験したが、大変だった。介護する側が若くないと無理だと思う。

○ 在宅医療など受けたくない。自分の最期は搬送先の病院で、延命治療を拒否して数日で死ぬと決めて

いる。家族に一切迷惑をかけたくない。

○

６．今後、あなたは在宅医療を受けようと思いますか。

①はい ②いいえ 未回答

ぜひ可能であれば、在宅で最期を迎えたいが、１人暮らしだと難しいのでは？（複数同回答あり）

（ 16名） （ 7名）
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（　0名） （　1名） （　6名） （　19名） （　1名） （　0名）

（　4名）

（　17名） （　10名）

（ 24名） （　2名） （　1名）

家の方が、最期まで自由に生きられると思った。

家で治療したいと思った。

在宅の方が「自然に」終末を迎えられることを知った。

延命治療をせずに、自然に終末を迎えられることを知った。

自宅でも、医療や介護を継続して受けられることが分かった。

病人と向き合う大切さも知った。

在宅医療（訪問診療）の可能な範囲と内容が分かった。


